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は し が き

｀ヽ
国道26号線 (第二阪和道)は当市の暮らしや産業を支えるために、なくてはならない大

切な道です。しかし、新しい建造物の多くは地下に眠る文化財を破壊しなければ築けない

のが現状です。

国道26号線の延伸工事に先立つ発掘調査では、多くの遺跡が破壊されたのと引き換えに

新しい発見もあり、市域の歴史も塗り替えられました。

当教育委員会では事前の発掘調査で破壊されていく遺跡を、せめて記録として子孫に残

すのも大切な責務と心得、埋蔵文化財行政を行つております。

遺跡は一度壊してしまうと三度と甦らないものです。何百、何千年の間地下に眠つてい

た歴史を破壊する権利は、現代の私たちにあるはずがありません。

今後も私たちは子々孫々まで誇れるような埋蔵文化財行政を行つていくよう努力する所

存です。

今回の調査に当たり、
'ご

指導、ご協力いただきました関係者に対し、この場を借りて厚  .

くお礼申し上げます。

2004年 3月

阪南市教育委員会
教育長 川村一郎



1例   言

1.本書は阪南市自然田所在の向山遺跡の発掘調査概要報告書である。

2.本調査は国土交通省近畿地方建設局浪速国道工事事務所の委託を受け、阪南市教育委

員会生涯学習部生涯学習推進課が行つた。

3.調査は生涯学習部生涯学習推進課三好義三、田中早苗、上野 仁が担当して実施した。

4.本書内に示した標高は、T.´ P。 であり、方位は既製の地形図などを使用したものを

除いて磁北である。

5。 調査に当たつては土地所有者など、関係者各位の理解と協力を得た。ここに記して感

謝の意を表したい。

6.本書の執筆・編集は田中早苗が行った。また、発掘調査、整理作業には以下の協力を

得たg

7.本調査における記録は実測図、写真、カラースライ ドなどに保存されている。当教育

委員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

遠山法城、根無吉隆、中寺邦利、頭師康一郎、大槻隆雄、廉林達也、本多芳之、猪野壽夫、

南竹千代、和田旬世、井上祥子、井上 進、島田万帆、中寺幸子、丹羽明子t広島良子
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第 1章 調査にいたる経過

阪南市の幹線道路である国道26号線の阪南市自然田から岬町淡輪間は、1988(昭 和63)年

に計画、事業化された。15年後の2003(平成 1′5)年に阪南市自然田と箱作間の4.5kmが部分

開通し、阪南市域における慢性的な停滞はようやく解消された。

しかし、その地下には久保田遺跡、向出遺跡、向山遺跡、亀川遺跡、井関遺跡などが存

在し、工事に先行して1996(平成 8)年より(財)大阪府文化財調査研究センターによる発掘

調査が行われ、多くの成果を得た。

これら本線の調査は面積も広く、華々しく新聞紙面を飾つたものもあつたが、それに伴

う付属工事は面積も狭く、忘れられがちである。             ｀

今回は上記本線部によらて丘陵を削り取つたため、両側に残つた耕作地に乗り入れる進

入路が計画され、それに先立う調査である。国土交通省近畿地方建設局浪速国道工事事務

所と何度も協議を重ね、調査するに至った。

現地は1998(平成10)年に (財)大阪府文化財調査研究センターによつて行われた、多く

の遺構、遺物を検出した調査区に隣接するため、試掘調査は実施せず、工事による削平部

分の発掘調査を行つた。

第 1図
‐
阪南市位置図
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第 2章 歴史的環境

第 1節 周辺の歴史的環境

向山遺跡は阪南市の東端部を流れる男里川の支流、菟砥川と山中川に挟まれた狭小な段

丘面上に拡がる遺跡である。

同じく菟砥川と`山中川の下流で、向山遺跡の北部台地上には縄文時代の墓地や弥生時代

後期から古墳時代初頭の集落が発見された向出遺跡 (43)が在り、南部の平地には自然田遺

跡 (35)が 拡がる。自然田遺跡は縄文時代の石器が採取されており、十数回の小規模な調査

は行われているものの、詳しい遺跡の性格はわかっていない。         
｀

その南部の玉田山丘陵には、山頂付近に玉田山遺跡 (6)が、西側山麓には古墳時代終末

期の横穴式石室 2基から構成される玉田山古墳群 (33)が在る。

玉田山遺跡は江戸時代頃に五十瑣敷入彦命の墓である宇度墓伝説があるものの、縄文時

代の石器が採取されていたのみである。1980(昭 和57)年、丘陵頂上の公園整備事業に伴う

発掘調査では箱式石棺を検出した他、多くの調査成果を得たが、宇度墓と関連するものは

発見されなかった。

寺田山遺跡 (7)は東部に玉田山古墳群を望む段丘上に存在し、古墳を営む集団の住居の

存在が期待されていた。当教育委員会では1999(平成11)年度に約4∞0置の調査を行つた。

その結果、包含層のほとんどを除去されていたが、̀弥生時代後期の竪穴住居、土坑墓など

が検出され、土器とともにサヌカイ ト製石器と大量のフレークが出土した。

-2-
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第 2図 阪南市埋蔵文化財分布図
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第 2節 向山遺跡の歴史的環境

向山遺跡は1987(昭和62)年度に阪南市教育委員会が行った埋蔵文化財分布調査で発見さ

れた。

過去の調査は1992(平成 4)年に阪南市教育委員会が行つたものと (92-1区 ):、 1998(平

成10)年に大阪府文化財調査研究センターが行つた 2件のみである。

阪南市教育委員会の調査区は遺跡の東南部に当たり、5ヶ 所の トレンチを設定して調査
,を行つた。遺構は検出されず、近世期の包含層 (厚 さ10～ 20cm)から土師器、陶器が若干

出土したのみであつた。

大阪府文化財調査研究センターが行つた調査は、国道26号線 (第二阪和道)延伸の道路

部分約4000ピが対象であった。遺跡の西部を南北に縦断する状態で調査されたため、大き

な成果があつた。弥生時代後期から古墳時代中期にかけての竪穴住居が検出され、集落を

形成していたようである。古墳時代後期の小石室も1基検出されている。平安時代から中

世期前半にかけては掘立柱の建物群が形成されていたものの、中世後半以降は耕作地とな

つたようである。

参考文献

阪南町史編さん会 1983 『阪南町史』上巻

阪南町教育委員会 1982 『玉田山遺跡発掘調査報告書―大阪府泉南郡阪南町自然田所在―』「阪南町埋蔵文財報告Ⅲ」

阪南市教育委員会 1988 『阪南町埋蔵文化財分布調査概要 I』 「阪南町埋蔵文化財報告Ⅵ」

(財 )大阪府文化財調査研究センター 1998『向出遺跡』「向出遺跡現地説明会資料」

(財)大阪府文化財調査研究センター 2000『向出遺跡 一般国道26号線(第二阪和国道)建設工事に伴う発掘調査報告書』

「(財)大阪府文化財調査研究センター調査報告書第55集」

(財)大阪府文化財調査研究センター 2002 『一般国道26号線(第二阪和国道)建設工事に伴う 向山遺跡発掘調査報告

書一大阪府阪南市自然田所在―』「(財)大阪府文化財調査研究センター調査報告書第72集」
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第 3図 調査区位置図
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第 4図  トレンチ位置図
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第 3 調査の成果

第 1節 基本層序 (第 506図 )

調査区は向山遺跡の北西端部に位置する。

地山は南半部ではTo P.+27.6m前 後で、北部に向かうほど低くなっており、最も低い

地点はTo P。 +27.lm前後を測る。

基本層序は第 1層耕作土、第 2層床土、第 3層濃灰色土、第 4層淡灰褐色土、第 5層灰

茶色砂質上である。地山は淡橙色シル ト、明茶橙色風化礫混土、淡茶色風化礫混土、茶橙

色風化礫混土などである。

遺物は第 1層から須恵器、磁器、近世瓦など、第 2～ 5層からサヌカイ ト、土師器、須

恵器、土師質土器、瓦器、陶器、磁器、近世瓦、スサ入焼土魂などが出土した。第 2層以

下はすべて近世期の包含層である。

1は磁器皿で第 1層から出土した。 2は須恵器杯身、 3は陶器の急須と思われ、405
は磁器碗で、́第 2層から出土した。 6は瓦質炉台、 7～ 9は土師質土器で708は火鉢、

9は胞烙、10は陶器椀、H～ 12は磁器碗、13は磁器紅皿で、第 3層から出土した。

14・ 15は磁器碗で、第4層 から出土した。

4

立早
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14     15
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ラ
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~T扇

ジ色 2

第 6図 包含層出土遺物
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:＼

27.50rn

ピ9卜2       /｀ 3/   ＼         商2

土坑 6     土坑 3

z〃不ヨ110

1 耕作土

2 床土

3 濃灰色土

4 淡灰褐色土

5 灰茶色砂質土

6 地山 :淡橙色シルト
7 地山 :明茶橙色風化礫混土 (径 3～ 20cmの礫)

8 地山 :淡茶色風化礫混土 (径 1～ 20cmの礫 )

9 地山 :茶橙色風化礫混土 (径 1～ 3 cmの礫 )

土坑 1:淡茶灰色礫混土

土坑 2上層 :茶色土

土坑 2下層 :濃茶色土

土坑14:明灰茶色土

0                                      5m

第 5図  トレンチ平面図 口断面図
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第 2節 遺構・遺物

遺構は土坑を14、 溝を 1、 ピットを

9検出した。土坑14以外は全て地山上

で検出した。

土坑 1(第 50708図 )

調査区で検出した土坑の中で一番大

きいものである。東西2.10m、
・
南北

4.60mの楕円形土坑で、深さ0.43mを

測る。埋土は上層乳淡茶灰色シル ト、

下層淡茶灰色礫混土で、一部攪乱で

削平されていた。近世期の土坑である。

遺物は弥生土器、土師質土器、陶器、

磁器、近世瓦、スサ入焼土魂が出土し

た。

16は堺橘鉢、17は陶器の鍋、18

は磁器 (波佐見焼)碗で上層から、

19は弥生土器の高杯脚部で、下層から

出土した。

巾蹴`
716

土坑 2(第 509図 )

東西0.4m以上、南北0。 9m、

茶色土である。

遺物は濃灰色土から20の磁器

乳茶灰色シル ト

淡茶灰色礫混土

地 山

0              1 0cm

第8図 王坑1 出土遺物

深さ0。 8mを測る。埋土は上層から濃灰色土、茶色土、濃

(波佐見焼)碗 1点が出土 したのみである。 ´

１

２

３

土坑 3(第 5図 )

東西0.4m、 南北1.60m、 深 さ0.08mを測る。

埋土は明橙茶色上で、縄文土器が出土 した。

[~~~~~三

=ラ
lI~~~~~~~~1,20

0              1 0cm

第 9図 土坑 2 出土遺物

第 7図 土坑 1 平面図 口断面図
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土坑4(第 5010図 )

東西1。 00m、 南北0.30mの楕円形の弥生時代の土坑である。深

さ0。 17mを測り、埋土は暗茶黒色土で遺物は弥生土器が出土した。

21は弥生時代後期の甕底部である。

土坑 5(第 5011・ 12図 )

東西0.90m、 南北2.20mの楕円形の土坑である。深さ0.46m

を測り、埋土は上層は暗茶黒色土、下層は暗茶灰色土である。

遺物は弥生土器が出土 した。

22は弥生土器の長頸壺の頸部で、

ものが見 られるも

土坑 6(第 5図 )

0.20m、 南北0。 74m、 深さ0。 06mを測る。埋土は濃灰茶色

土で、遺物は出土しなかったため、時代は不明である。

土坑 7(第 5・ 13図 )

東西0.62m、 南北0。 46m、 深さ0.10mを測る。埋土は土坑

4や 5、 10な どと同じ弥生時代の遺物が出土している暗茶黒

色土である。遺物は弥生土器が出土した6

~土
坑 8(第 5014図 )

東西1.50m、 南北1。 00m、 深さ0。 13mの不定形土坑である。

遺物は出土せず、埋土が後述の土坑
‐
9と 同じ淡褐色土であるこ

とから、弥生時代後期もしくはそれよりも古い時代である。

外面にヘラ描きのような

0                  1 0om

第10図 土坑 4 出土遺物

27.50rn

黒色土

0           1m

第11図 土坑 5 平面図・断面図

土

嶼Ⅲ／ぐ′√

２

３

土坑 9(第 50
東西 0。 42m、

土である。

遺物は出土 しなかつたが、

弥生時代後期 もしくはそれよ

A
土坑 7

1暗茶黒色土
2淡褐色土

0  3 
地山

    lm

第13図 土坑 7

13図 )

南北0。 70m、 深 さ0。 09mを測る。埋土は淡褐色

土坑 7に切 られていることから、

りも古い時代である。 ―
2

盗掘,土 ＼
ヽ

第14図  土坑 8 平面図・断面図

27.50rn

A'

3       ´

27.50rn

B １

２

０

3

平面図・断面図
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ヤ

0                  10om

第12図 土坑 5 出土遺物

27.50rn

・土坑 9



27.50rn

V
2

ヽ 11乳褐 1

2地山

27.50rn 27.50rn ――――――= 27.50rn

第16図 土坑11平面図・断面図

第15図 土坑10平面図・断面図

土坑10(第 5`15図 )

東西0。 94m、 南北0.75m、 深さ0。 17mを測る不定形土坑で

ある。埋土は乳褐色土で遺物は出土しなかつた。

土坑14(第 5図 )

東西1100m以上、南北0.90m以上、

遺物は土師器 と須恵器を出土 したが、

2

1電:灰
0           1m

第17図 土坑12平面図・断面図

濃茶色土
地山

0

第18図 土坑13平面図・断面図

深さ0.50m以上を測る。埋土は明灰茶色土である。

第 5層上面から切り込んでることから近世期の遺構

~~´「
iラ

ヌ2''==〔
=二::「

~~~

0           1m

１

２

土坑11(第 5016図 )

0.40m、 南北0.50mの 円形土坑で、深さ0。 1lmを測る。遺物は出土しなかったが、埋土

が暗茶灰色土であったため、弥生時代と思われる。

土坑12(第 5017図 )

直径0.50mの 円形土坑で、深さ0.08mを測る。遺物は出土しなかつたが、埋土が後述́の

土坑14と 同じ明灰茶色土のため、近世期の遺構と思われる。

土坑13(第 5018図 )

東西0。 76m、 南北1:20m、 深さ0.37mを測る。埋土は濃茶色土で、遺物は出土しなかっ

た。 1

と思われる。

溝 1(第 5。 19図 )

長 さ3.80m以上、

幅0.30m、 深 さ0.09m

を測る。埋土は茶灰色

シル トで遺物は出土 し

なかった。

―、三二奄.Tl奄騒色ガト
第19図 溝 1平面図・断面図
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ピッ ト群 (第 5020021図 )

南部で 2、 北部で 7の ピットを検出した。南部のピッ ト2は

直径0.24mで 、深 さ0.05m、 埋土は淡茶灰橙色土である。遺

物は波佐見焼茶碗を出土 した。 ピット3は直径0.25mで 、深 さ

0。 06mを測 り、埋土は溝 1と 同じ茶灰色シル トである。、遺物は

出土 しなかつた。北部のピットの埋土はすべて暗茶黒色土であ

る。埋土から弥生時代後期 と思われるがヾ遺物は出上 していな

い。              '

23は ピット2か ら出土した、磁器 (波佐見)碗である。

1~~~~~17ア

｀

|~~~~~~~―lク 23

1 0cm

第21図 ピット2出土遺物
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まとめ

先述した(財)大阪府埋蔵文化財調査研究センターの調査では、 3面の遺構面が確認され、

弥生時代から江戸時代まで概ね 6時期の変遷があつた。弥生時代後期から古墳時代中期に

かけての竪穴住居が検出され、集落を形成していたようである。古墳時代後期の小石室も

1基検出した。平安時代から中世期前半にかけては掘立柱の建物群が形成されていたもの

の、中世後半以降は耕作地となつたようである。

今回の調査区では、遺構としては縄文時代、弥生時代後期、近世期に分けられる。包含

層は4層存在するが、すべて近世期のものであつた。特に南端部は包含層すら存在しない

ことから、大幅に削平を受けているものと考えられる。

中世期と思われる遺物は若干出土したものの、遺構は全く検出されなかつた。

今回の調査では、遺跡中央部で大規模に行われた(財)大阪府埋蔵文化財調査研究センタ

ーの調査区では出土しなかつた、縄文土器を出土する土坑を一ヶ所であるが検出したこと

が特筆される。

4章

-13-



遺 物 観 察 表
挿図番号
遺物番号

出凱 点
離

類
種

種
器

法 量

(cm)
手 法 胎  土 焼成 色 調 備  考

耕作土
磁器

皿

器 高 1.8

底 径 8.8

外面 施釉 畳付け露胎
内面 施釉 染付け

緻密 良好

釉
染

断

青味白色
藍色
白色

2 床 土
須恵器

杯身

口 径 12.0

器 高 1.5

外面‐横ナデ

内面  〃 やや粗 良好

色占
口

〃
　
〃

灰外
内
断

3 床 土
陶器

急須

口 径 7.0

器 高 2.2

面
面

外
内

施釉
口縁部
体部

釉
胎

施
露

密 良好

釉 緑灰色
露 茶色
断 淡灰色

4 床 土
磁器

碗

口 径.6.6

器 高(2.6
外面 施釉 染付け

内面 施釉
緻密 質く良好

釉
染

断

灰味白色
淡藍色
白色

5 床 土
磁器

碗

口 径 8.0

器 高 2.7
外内面共 施釉 口縁部ロサビ

外面 染付け
緻密 更く朗

釉
染
断

白色
淡藍色
白色

6 卿 土
瓦質

炉台

径
高
径

口
器
底

外内面共 ヘラ削り やや粗 良好
色茶

色

′
灰

黒

′
淡

外
内
断

穿孔3以上

7 淡炉耐印色土
土師質

火鉢

口 径 21.6

器 高 3.2
外内面共 横ナデ 密 (砂粒含む) 良好

色坦
脚
′
　
′

橙

′

′

淡外
内
断

外面煤付着

8 師 土
土師質

火鉢

器 高 4.2

底 径 12.4

外面 横ナデ
底部ハナ レ砂付着

内面 横ナデ
密係田砂粒含む) 良好

外 淡橙褐色
内  ′′

断 橙褐色

9 淡灰褐色土
土師質

畑烙

ｒ^
　
・
２

径

一局

口

器
外内面共 横ナデ 密係田砂粒含む) 良好

色橙

〃
〃

淡外
内
断

外面煤付着

淡灰褐色土
陶器

婉

器 高 1.8

底 径 4.8

外面 施釉 畳付け露胎
内面 施釉
、 見込み蛇ノロ釉ハギ、砂付着

密 良好
釉

断
淡灰色
淡茶灰色

淡灰褐色土
磁器

碗

口 径 7.5

器 高 2.4
外内面共 施釉 染付け 続 嘆く良好

釉 灰味白色
染 灰藍色
断 白色

淡灰褐色土
磁器

碗

口 径 6.1

器 高 2.05

釉

釉

施

施

面

面

外

内 染付け
蹴 頃く良月

釉
染
断

白色
コノウレト籠
白色

卿 土
磁器

紅皿

径
高
径

口
器
底

外内面共 施釉 ‐

畳付け 露胎、砂付着
緻密 更く良月

釉

断
淡灰 白色
白灰色

囃 顔 士
磁器

碗

口 径 10.0

器 高 2.2
外内面共 施釉 染付け 緻密 更く良斉

釉
染
断

白色
濃コノウレト藍色
白色

疎色砂質土
瀬戸

碗

口 径 11.6

器 高 2.0
外内面共 施釉 染付け 開 更く飾

白色
染 コノウレト藍色
断 白色

土坑 1
堺

橘鉢

口 径  一

器 高 3.5

外面 横ナデ 沈線2条

内面 横ナデ
オロシロ単位 :10本

密 (砂粒含む) 良好

色

′
色

茶

′
橙

外
内
断

土坑 1
陶器

蝸

径
高
径

口
器
底

外面 口縁部 施釉 把手貼 り付け
底部 回転ヘラ削 り 露胎

内面 口縁部 露胎
体部 施釉

緻密 更く良好

釉
露
断

緑黄褐色
淡茶色
淡灰色

土坑 1

波佐見

碗

器 高 2.2

底 径 5。 4

外面 施釉 畳付け露胎
内面 施釉

見込み蛇ノロ釉ハギ
緻密 更く良好

釉
染
断

淡灰 白色
淡藍色
白灰色

土坑 1

弥生

高杯

基部径 2.9

器 高 4.2

面

面

外

内

ヘラミガキ

横ナデ
密 (砂粒含む) 良好

色褐

〃
色

橙
　
橙

外
内
断

土坑2
波佐見

碗

口 径 9.8

器 高 2.1

外面 施釉
染付け一重網 目文

内面 施釉

緻密 更く良月
釉
染
断

淡灰色
淡灰藍色
白灰色

土坑4
弥生

甕

器 高 2.5

底 径 4.6
外面 指オサエ後ナデ

内面 ヘラ削り
密 (砂粒含む) 良好

外
内
断

淡橙褐色

黄褐色
低部に籾圧痕

土坑5
弥生

長頸壺

器 高 6.0

器 厚 0。 8

面

面

外

内

ヘラミガキ
密 (砂粒含む) 良好

外 橙褐色
内  〃

断 黄橙褐色
線刻

ピ ッ
波佐見

碗

口 径 10.0

器 高 2.2

外面 施釉
染付け一重網 目文

内面 施釉
緻密 更く良好

釉 淡灰色

染 灰藍色
断 白灰色
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図
版

１

全景 (東 より)

全景 (東 より)

北側全景 (東 より)



図
版

２

南側全景 (東 より)

北側全景 (東 より)

北側全景 (東 より)



図

版

３

トレンチ南側断面

トレンチ北側断面

土坑 1 (東 より)



図

版

４

土坑 1 南側断面

土坑 2 (東 よ り)

土坑 3 (北 より)



図
版

５

土坑 5 (南 より)

土坑 5 北側断面

継
ｔｒ」
譲

土坑 7 西側断面



図

版

６

南側断面

土坑10 北側断面

土坑11 西側断面



図

版

７

土坑12 南側断面

土坑13 (東 より)

土坑13 西側断面



図

版

８

第 2図 出土遺物

第 2図 出土遺物

第 4図 出土遺物

出土遺物

・1'1■ 111● |■ |■ |‐

出土遺物

第 4図 出土遺物 第 4図  出土遺物
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1版
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14

第 5図 出土遺物

第 4図  出土遺物 第 4図 出土遺物

■|「
t

15

第 5図 出土遺物

土坑 ¬ 出土遺物

土坑 1 出土遺物

碑
土坑 ¬ 出土遺物



卜く|
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18

土坑 1 出土遺物

土坑 1 出土遺物

土坑 1 出土遺物

土坑 ¬ 出土遺物

19

土坑 1 出土遺物

20

土坑 2 出土遺物

土坑 3 出土遺物

土坑 4 出土遺物 土坑4 出土遺物



図

版

Ｈ

土坑 5 出土遺物

出土遺物

土坑 5 出土遺物



図

版

１２

土坑 5 出土遺物

土坑 5 出土遺物

土坑14 出土遺物

ピッ ト2 出土遺物
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